
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12月 定期 定期外 合計 

前年度比 104.8％ 116.0 113.8 

2018 年比 86.9 93.6 92.3 

第３四半期 定期 定期外 合計 

前年度比 107.9％ 118.0 115.4 

2018 年比 84.5 94.6 92.0 

 利用状況 前年比 2018 年比 

下り 178.0 万人 110% 92% 

上り 162.6 万人 108% 94% 

合計 360.6 万人 109% 93% 

OMIYA NEWS 
No.103 ２０２４年１月１１日 ＪＲ東労組大宮地本 

◼ 年末年始期間のご利用状況 

◼ １２月及び第３四半期の鉄道営業収入 

地震の影響で多数の運休が発生したものの、前年

比 109％、コロナ前比 93％のご利用状況を達成！ 

東京駅・成田空港駅、常磐線・東海道線・中央

本線はコロナ前を上回るご利用状況！ 

右肩上がりに回復中!! 

ご利用は順調に回復中!! 

 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

年末年始のご利用状況比較 （比率）  

 前年比 2018年度比 

大宮支社 106% 97% 

宇都宮駅 121% 106% 
 

 

 

 

   

  

 

 

 

  

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.１１５ ２０２４年１月２６日 ＪＲ東労組大宮地本 

２４春闘情報パート⑤ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.１１９ 202４年１月３１日 ＪＲ東労組大宮地本 

♦２０２３年度第３四半期決算も大幅増収増益！ 
単体の営業収益は１９３６億円の増加で前年比１１５．３％！ 

うち運輸収入は２０２８億円の増加で前年比１１９．２％！ 
 

 

 

 

連結の営業収益は２７３９億円の増加で前年比１１５．９％！ 
 

 

 

 

 
 

♦その結果、利益も大幅増加しています！  
 

 

 

 

 

 

 

 

鉄道・エキナカ・ホテル・SCの売上増加により、 

全てのセグメントで増収増益を達成!! 

202２年１２月 

725億円

1852億円
純利益（連結）

202３年１２月 

前年比２５５％ 

職場の努力により 

業績回復を実現!! 

1120億円

2985億円

営業利益（連結）

前年比２６６％ 

202２年１２月 202３年１２月 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定 期 定期外 合 計 
近距離 中長距離 合計 

２０１８年比 83.0％ 105.9 102.8 104.4 99.9 

OMIYA NEWS 
No.１４５ ２０２４年３月８日 ＪＲ東労組大宮地本 

◼ ２月の鉄道営業収入 ※自社取扱分の推計値 3月７日交通新聞より引用 

自社分の推計値は２０１８年比９９．９％でコロナ前の水準に到達!! 

定期外はコロナ前をも上回り、中長距離を含め大幅増収を実現!! 

職場の努力により、コロナ前の鉄道営業収入を達成!! 

◼ 一方、労働実感は過去最高の働き度に！ 
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コロナ以降、期末手当は

累計約５．３８カ月・約１８０

万円も減少！ さらに定昇

カットで約１１万円も減額! 

一方、会社施策により

業務が複雑化する中、 

社員は５０００名も減少

し、負担はさらに増大! 
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取締役の報酬額の推移

社員には「目標未達」「コロナ前には戻ら

ない」としつつも、一人当たりの役員報酬

は５１５５万円で前年より１６００万円も

増加!! コロナ前を６００万円上回る!! 


